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１．本稿の課題と方法

本稿は，マルクスが作成した２種類の抜粋ノートおよび「1861-63年草稿」ノート第XX-

XXIII冊「追補」部分の分析から得られた，『資本論』形成史に関する知見の報告である。

２種類の抜粋ノートとは，マルクスがそれぞれ「厚いノート」および「サブノート」と呼んだ

ところのものである。これらのノートの詳細については，3-2-1．および3-2-2．で述べることと

するが，これらはいずれも未公刊のものであり，「厚いノート」に関する情報については，先行

研究，とりわけ佐武弘彰氏と大野節夫氏の研究に多くを負った。「サブノート」に関しては，こ

れを収録する新メガ第 部門第17巻（MEGA② IV/17）の編集作業に携わる者としての立場か

ら筆者が入手したフォトコピーと解読タイプ原稿，および日本学術振興会科学研究費補助金によ
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る研究プロジェクト を通じて入手した「サブノート」のデジタル画像を利用した。

MEGA② 第 部門は，マルクスが作成した約200冊に及ぶ抜粋ノート類を収録する独立した

部門であり，順次公刊が進められている。本稿では，MEGA② IV/17の編集作業を通じて得られ

た「サブノート」に関する情報を，すでに公刊されている「1861-63年草稿」等の諸資料および

先行研究の成果と結びつけながら，抜粋ノートを用いた『資本論』形成史研究のひとつの試みを

提示したい。

1861年８月，マルクスは，『経済学批判。第１分冊』―「第１章 商品」「第２章 貨幣また

は単純流通」―の続篇たる『第２分冊』―「第３章 資本一般」―の執筆に着手する。その作業

は1863年７月まで続き，「1861-63年草稿」と呼ばれる計23冊のノートが作成された。本稿が

取り扱うのは，そのうちのノート第XX-XXIII冊（以下，HeftXX-XXIIIと表記する。）であ

る。

1861年８月に「第３章 資本一般」の執筆を開始したマルクスは，1862年３月に，HeftVの

途中で「3相対的剰余価値」の執筆を中断し，残りのページを空白にしたまま，HeftVIで「５

剰余価値に関する諸学説」の項を書き始めた。そうしてHeftXVIIIまでを書いたマルクスは，

1863年１月に，HeftVで中断した「3相対的剰余価値」の執筆に戻り，HeftVを書き終えたあ

とHeftXIXへと進み，以下HeftXXIIIまでを作成していった。HeftXX-XXIIIの作成時期は，

Heft XX＝1863年3-5月，Heft XXI＝1863年５月，Heft XXII＝1863年５月，Heft XXIII＝

1863年6-7月と推定されている 。その内容は以下に示すとおりである。

HeftXX-XXIIIの内容

(HeftV  S.211) ［３相対的剰余価値

γ 機械。自然諸力と科学との応用（蒸気，電気，機械的諸作用因と

化学的諸作用因）（続き）］

(HeftV  S.219)

(HeftXIX S.1159)

分業と機械制作業場。道具と機械

(HeftXIX S.1241)

HeftXX  S.1242

機械による労働の代替

北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)

新メガ第 部門第17巻は，Karl Marx-Friedlich Engels Gesamtausgabe Vierte Abteilung Band 17,Karl
 

Marx: Exzerpte und Notizen Mai bis Juni 1863として出版される予定である。なお以下では，新メガを

MEGA② と略記し，MEGA② IV/17などと表記する。

本稿は，日本学術振興会科学研究補助金〔基盤研究（Ｂ）19330042「マルクス抜粋ノートの編集とその活用

による『資本論』形成史研究の新段階の開拓」（研究代表者：平子友長／2007年度～2009年度）〕による研究

成果の一部である。

MEGA② II/3,Karl Marx Zur Kritik der Politischen Ökonomie (Manuskript 1861-1863),Dietz Verlag,

1982，邦訳：資本論草稿集編集委員会訳『マルクス資本論草稿集４～９経済学批判（1861-1863年草稿）

～ 』大月書店，1980-94年。以下，『資本論草稿集４～９』と略記する。

MEGA② II/3 Apparat,S.2399，『資本論草稿集４』pp.53-4
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蓄積

ｈ 相対的および絶対的剰余価値

労賃と剰余価値との関係

労働の価値または価格という，労働能力の価値の転化した形態

剰余価値と可変資本との，あるいは剰余労働と必要労働との関係の

派生的諸定式

S.1291a

追補

HeftXX  S.1294a
 

HeftXXI  S.1300

間奏。ヒュームとＪ・マッシー

S.1301

ｉ 資本のもとへの労働の形態的包摂と実質的包摂。過渡諸形態

ｋ 資本の生産性，生産的および不生産的労働

S.1331

追補

HeftXXI  S.1345
 

HeftXXII  S.1346

歴史的〔追補〕。ペティ

S.1352
 

S.1353 ４剰余価値の資本への再転化

α 剰余価値の資本への再転化

β いわゆる本源的蓄積

S.1397

追補

HeftXXII  S.1406
 

HeftXXIII  S.1407
 

S.1460
 

S.1461 いわゆる本源的蓄積

利子計算

HeftXXIII  S.1471

 

HeftXX-XXIIIの内容は，およそ以上のようなものであるが，そのうち本稿が分析対象とす

るのは，草稿の途中に置かれている３つの「追補」部分である。HeftXX S.1291aからHefXXI
 

S.1301に書かれている「追補／間奏。ヒュームとＪ・マッシー」（約６ページ分），HeftXX S.

1331からHeftXXII S.1352に書かれている「追補／歴史的〔追補〕。ペティ」（約22ページ分），

HeftXXII S.1397からHeftXXIII S.1460に書かれている「追補」（約65ページ分）の３つがそ

れである。これらの「追補」部分（計約93ページ）には多数の著作からの抜粋が書かれている

が，それはいかなる目的のために書かれたのであろうか。このことについて，ひとつの解釈を提

示することが，本稿の課題である。
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あらかじめ結論を言えば，筆者は，HeftXX-XXIII「追補」部分は『資本論』の草稿を執筆

するための 引用ノート としての役割を果たした，との解釈を提示したいと考えている。「 引

用ノート としての役割」とは，次のような意味である。マルクスは，「第３章 資本一般」の

執筆にあたり，そのための準備資料として，それまでに作成した多数の経済学抜粋ノートを通覧

し，それらから一定のタイトルのもとに転記し整理したノートを作成している。これが「第３章

資本一般」執筆のための「引用ノート」である。本稿における筆者の推測は，マルクスが『資本

論』の草稿を執筆した際，「第３章 資本一般」の執筆過程で「引用ノート」が果たしたのと同

様の役割を，HeftXX-XXIII「追補」部分が果たしたのではないか，ということである。

このような解釈を提示するにあたり，本稿では以下の手順で分析を進めてゆく。

第１に，「引用ノート」の構成上および作成過程の特徴を析出し，同じ特徴がHeftXX-XXIII

「追補」部分にも認められることを示す。

第２に，HeftXX-XXIII「追補」部分の抜粋と，『資本論』第１巻初版（以下，『資本論』初

版と略記）での引用とを比較し，「厚いノート」・「サブノート」→HeftXX-XXIII「追補」部分

→『資本論』初版という引用関係を推測させる事例が数多く存在することを示す。

２．「引用ノート Citatenheft」の分析

そこでまずはじめに，「第３章 資本一般」の準備資料として作成された「引用ノート

Citatenheft」の構成上および作成過程の特徴を明らかにしたい。

「引用ノート」の成り立ちとその役割について，MEGA② II/3の編集者は次のように解説して

いる。多少長くなるが引用しておこう。

「マルクスは彼の主著のために，多年にわたって，きわめて広範囲に及ぶ文献研究を行なった。

そのさい抜き書きを行なうのが通例であった。こうして年月とともに，数十冊の抜粋ノートが生

まれたが，マルクスはこれらのノートをたえず繰り返して仕事の資料として利用した。とくに興

味をそそるのは，たとえば『完成した貨幣制度』，『貨幣制度，信用制度，恐慌』，『参照事項』，

のような，テーマ別に作られたノートである。これらのノートでは，以前すでに引用されたもの

が，ある特定の視点や項目のもとにまとめられ，また一部には簡潔な論評がつけられている。マ

ルクスはこのように大量の材料を整え，それからそれを自分の草稿のなかで使いこなしたのであ

る。本草稿の場合にも，マルクスはこのような仕方で，あらかじめ自分の『引用ノート』によっ

てその準備をしていた。彼はいつでもノートの右ページに表題を書き，そのもとに，既存の抜粋

ノート，とくに，50年代の24冊のノートから，資本一般についての章のためのものとしていた

もろもろの引用を採り入れた。『資本。 資本の生産過程』という大見出しのもとに，マルク

スは次の諸項目を設けた，―『Ａ 貨幣の資本への転化。Ｂ 自由な労働。奴隷労働，賃労働。

Ｃ 資本形成と国家。Ｄ 労働の生産性。Ｅ 固定資本による利潤への影響。価値規定に影響す

る，期間，等々。Ｆ 労働日による価値の度量と労働の価値による度量。Ｇ 利潤と労賃とは単

なる分配量。Ｈ 利潤（剰余価値）。Ｉ 労賃。Ｊ 資本の蓄積。（利潤率）Ｋ 資本。Ｍ 機械。

Ｎ 固定資本。流動資本。Ｏ 農業。Ｐ 労働の生産性の増大。［Ｑ］一般的利潤率』。

はじめ『引用ノート』は，６枚の全紙からなっていた。これでも足りなくなると，マルクスは

新しい全紙を，一部は新しい表題ないしその下位の表題― たとえば『資本の一般的形態』，『資
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本の再生産』，『剰余価値と利潤』，『資本』，『一般的利潤率』のような― を書いて，付け加えた。

このようにしていくつもの段階を経てしだいに，全紙23枚もある，マルクスによって1-92の

ページ番号が付けられた，一冊の大部のノートができあがった。

(中略）

『引用ノート』は，1861-63年の草稿の仕事にとって，とくにはじめの５冊のノートの仕事を

するさいの，きわめて重要な基礎であった。マルクスはこの『引用ノート』を，それ以前に作成

した数十冊の抜粋ノートの内容を見るための手引としたのである。アムステルダムの社会史国際

研究所に保管されているこのノートの状態を見ただけでも，マルクスがこのノートをどんなに頻

繁に利用したかがわかる。このノートに収められているほとんどすべての引用が草稿に採り入れ

られた。そしてそのあと，使用じるしがつけられた。」

「引用ノート」がいつ作成されたのかについて，上の解説は何も述べていない。作成時期につ

いては，1859年秋-61年夏とする説（大野・佐武)，1859年-60年5-8月とする説（フォッケ)，

1859年２月-60年１月とする説（ミシケーヴィチ) など諸説あり，確定していない。本稿では，

「引用ノート」の作成時期については立ち入った考察は行わず，主として，ノートの構成と作成

過程に焦点をあて，「引用ノート」の特徴をつかむことにしたい。

2-1．構成上の特徴

先の解説にもあったとおり，「引用ノート」にはいくつかの項目が立てられ，それらの項目の

もとにマルクスは，既存のノートから多くの引用を取り入れている。「引用ノート」の構成上の

大きな特徴はこの点にある。「引用ノート」の中に立てられている項目について，大野氏と佐武

氏は，以下のように，さらに詳細な情報を提供している。

「引用ノート」中の項目

S.1  a) Bildung d.Verhaltnissen v.Capital u.Lohnarbeit
 

Losreissung d.Arbeiters v.d.Erde
 

S.2  a ) Arbeitslohn u.Productivitat d.Arbeit,Fallen d.Profitrate.

S.3  Capital
 

I)Productionsprozeßdes Capitals
 

A)Verwandlung v.Geld in Capital
 

Capital,Geld,Waare.Allgemaine Beg.

A) Stock
 

B) Freie Arbeit.Sklavenarbeit.Lohnarbeit
 

S.4  C) Capitalbildung und Staat

MEGA② II/3 Apparat.S.2399-401，『資本論草稿集４』pp.54-7

大野・佐武1984

Focke 1978

大村・八柳1981
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S.5  D) Productivitat d.Arbeit
 

S.6  E) Einflus d.Profits durch capital fixe,Zeitlange etc.auf d.Werthbestimmung
 

S.7  F) Maas d.Werths durch Arbeit od.durch Werth d.Arbeit
 

S.8  G) Profit u.Arbeitslohn blosse Rationen
 

S.11  G ) D.Sparen u.Hoard.Entsagungstheorien (Diensttheorie.)

S.12  Productionskosten (Surplusvalue)

S.13  Capital (Geld Capital,Waren Capital,Industielles Capital)

S.15  Productivitat d.Arbeit
 

S.17  H) Profit (Surplus value)

S.19  J) Arbeitslohn
 

S.20  J ) Accumulation d.Capitals (Profitrate)

S.21  K) Capital
 

S.23  M) Maschinerei
 

S.29  Entwicklung der großen Industrien
 

S.30  N) Capital fixe,Capital circulant
 

S.31  Production u.Distribution
 

S.32  O) Agricultur
 

S.33  O) Trennung d.Arbeiters von der Productionsbedingungen.Average Minimum d.

Salairs.Zwangsarbeit
 

S.35  O) Schranken d.capitalistischen Production.

S.36  Allgemeine Form d.Capitals.G-W-G
 

S.37  Reproduction of Capital
 

S.39  Surplusvalue u.Profit
 

S.41  Productive u.unproductive Arbeit
 

S.43  Circulation d.Capitals
 

Dormant Capital od.Labour
 

S.45  Value bestimmt by quantity of labour od.by value of labour
 

Arbeitslohn
 

S.47  Surplus Value
 

S.49  Capital Fixe,Capital Circulant
 

S.51  Maschinerien
 

S.53  Profit of enterpreise(wages of accumulated labour etc.)

S.54  Agricultur,Brodptlanzen
 

S.55  Capital u.Lohnarbeit
 

S.59  Durchschnittsarbeitslohn
 

S.60  Wachstum v.Productivkraft (u.Capital)u.Persons employed
 

S.61  Surplusvalue,Lehre d.Physiokraten
 

S.63  D. verschiedne Bestandtheile d. Capitals (Capital Constant u. Approvisionne
 

ment)

-

S.65  Capital bei d.Physiokraten
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S.67  Profit u.Austausch
 

S.68  Maschinerei
 

S.69  Surplusarbeit
 

S.70  Profit u.Arbeitslohn blosse Rationen
 

S.71  Profit u.Arbeitslohn blosse Rationen
 

S.72  Economical Changes
 

Changes of Capital
 

S.73  P) Vermehrung d.Productivkraft d.Arbeit
 

S.74  General rate of Profit
 

S.76  Profit (Profit of enterprise)

S.77  Capital
 

S.81  Spar-Hoard u.Saving Theory
 

S.83  General Rate of Profit.(u.Accumulation)

S.86  Capital u.Productivitat d.Arbeit
 

S.91  Productionszeit.Circulationszeit.(Einfluss v.time auf value)

上記の一覧から，MEGA② II-3の編集者による解説では簡単にしか触れられていなかった

「新しい表題」や「下位の表題」をも含めた，「引用ノート」の構成の全体像をつかむことができ

る。さらに，解説の中では，「Ｂ 自由な労働。」から「Ｐ 労働の生産性の増大。」までのタイ

トルは，「Ａ 貨幣の資本への転化。Ａ）Verwandlung v.Geld in Capital」に続くものとされて

いたが，正確には，「Ａ 資材 Ａ）Stock」に続くものであることが分る 。なお，ここでは，

「引用ノート」の項目をページ順に示したが，ページ付けは書かれた順序を意味しないことに留

意されたい 。

それでは，これらの項目の構成にはどのような意味があるのであろうか。佐武氏は，これらの

構成のうちになんらかのプラン性・体系性を見て取ることができるのは，１ページのａ）Bil-

dung d.Verhaltnissen v.Capital u.Lohnarbeit/Losreissung d.Arbeiters v.d.Erdeから，５

ページのＤ）Productivitat d.Arbeitまでであり，6ページのＥ）Einflus d.Profits durch capi-

tal fixe,Zeitlange etc.auf d.Werth bestimmung以降は，抜粋ノートの諸学説の内容に即した

項目立てが行われていると見ている 。そしてそこには，プラン性・体系性とは別の，マルクス

の問題意識が表われている。先の一覧から分かるように，そこにはしばしば同一ないし類似の項

目が存在する。たとえば，５ページと15ページには「Productivitat d. Arbeit」という同じ項

目が，また，86ページには「Capital u.Productivitat d.Arbeit」という類似の項目が立てられ

ている。同様のことは，７，45ページ，８，70，71ページ，19，45，59ページ，21，65，77

ページ，23，51，68ページ，47，61ページなどにも見られる。こうしたところに，諸文献から

の抜粋を整理するにあたってのマルクスの問題意識・視点を見て取ることができるであろう 。

大野・佐武1984：pp.44-5。

大野・佐武1984：p.26

詳細については，大野・佐武1984を参照されたい。

佐武1983b：p.169

大野・佐武1984：p.43

― ―7マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



このような項目の構成に関して，とくに注目したいのは，Ｅ）以降に見られるような，抜粋

ノートの諸学説の内容に即した項目立てが大部分を占めていることである。この点を，「引用

ノート」の構成上の特徴ととらえておこう。

2-2．作成過程の特徴

次に，「引用ノート」の作成過程について見てみよう。大野氏と佐武氏によれば，「引用ノー

ト」の作成過程はおおよそ以下のようなものである 。

1859年秋頃にマルクスは，「Ａ）Stock」の項目のもとに，「ロンドン・ノート」第 冊の１

ページから，E.G.ウェイクフィールド編A.スミス『国富論』第２巻（An inquiry into the
 

nature and causes of the wealth of nations.With a commentary,by the author of“England
 

and America”Vol.2. London 1835）387ページでのウェイクフィールドの注を転記した。それ

に始まってマルクスは，「ロンドン・ノート」第 冊からページ順に転記を行い，続いて第 -

XIV冊，第XVI-XVII冊までのノートからこの順に転記している。次に「ロンドン・ノート」

第 I冊，第 IV-VII冊に見出される抜粋を転記したのち，第XX-XXII冊から転記している。

「ロンドン・ノート」からの転記を終えたマルクスは，次に「ブリュッセル・ノート」，「マン

チェスター・ノート」，「パリ・ノート」へと進み，その後，1861年夏までに，「厚いノート」の

既抜粋部分からの転記を行い，そこで「引用ノート」の作成を終えたと思われる。

「引用ノート」の作成過程に関する上記の説明から分かることは，マルクスは，「ロンドン・

ノート」，「ブリュッセル・ノート」，「マンチェスター・ノート」，「パリ・ノート」，「厚いノー

ト」と順にページを繰りながら「引用ノート」への転記を行っていったということである。この

点を，「引用ノート」の作成上の特徴ととらえておこう。

3．HeftXX-XXIII「追補」の分析

次に，２．で確認した「引用ノート」の特徴と同じ特徴を，HeftXX-XXIII「追補」部分に

も認めることができるかどうかについて，検討してみよう。

3-1．構成上の特徴

たとえば，HeftXX S.1291a-HeftXXI S.1301の「追補／間奏。ヒュームとＪ・マッシー」

（約６ページ分）は，「われわれはさらに先にすすむ前に，なお２，３の，これまでに展開された

第１篇全体にかかわる引用文を掲げ，詳述しておこう。」という叙述で始まり，続いて「ホッブ

ズによれば，科学は技術の母であるが，科学を実地に移す労働はそうではない。Nach Hobbes
 

ist die Wissenschaft,nicht die ausfurende Arbeit die Mutter der Kunste.」というマルクスの

叙述のあとに，モウルズワース編『Th.ホッブズの英文著作集』第３巻所収『リヴァイアサン』

75ページからの引用が書かれている。マルクスの叙述の中の「科学 Wissenschaft」，「科学を

実地に移す労働 ausfurende Arbeit」の下線は，マルクス自身が強調のためインクで引いたも

のである。抜粋のあとにマルクスは，簡単な注釈を書いたのち，段落を変えて，「労働能力。

大野・佐武1984：pp.25-42
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Arbeitsvermogen:」と，やはりインクによる下線で強調した書き込みを行い，そのあとにすぐ

続けて，ホッブズの同書76ページおよび233ページから引用している。さらにマルクスは，次

の段落に，「生産的労働と不生産的労働。Productive und unproductive Arbeit.」と書き，ホッ

ブズの同書333ページから引用している 。

ここで注目したいのは，引用の前に置かれている，インクの下線によって強調されたマルクス

の書き込みである。筆者は，これらの書き込みは，「引用ノート」中に立てられた諸項目と同じ

性格のもの，つまり，数多くの抜粋を整理するための項目，そして，のちにそれらの抜粋を利用

するさいの見出しとしての性格を持つものではないかと考えている。その観点から，３つの「追

補」部分について，抜粋のための項目・見出しとして役立ったのではないかと推測されるすべて

のマルクスの書き込みと，それらの項目・見出しのもとに引用されている諸文献のページを調査

した。その結果が資料４である。

取り出した項目は339項目であり，そのうち284項目は，HeftXXII S.1397-Heft XXIII S.

1460の「追補」（約65ページ分）に属するものである。取り出した項目は，例えば，「労働能

力」，「生産的労働と不生産的労働」，「単純協業」，「土地の自然生産性」などのような理論上の概

念であったり，「ロック」，「ヒュームとマッシー。」などの人名であったり，あるいは「（J.マッ

シー）『自然的利子率を支配する諸原因に関する一論。この問題に関するサー・Ｗ・ペティと

ロック氏の意見の検討を含む』，ロンドン，1750年。」などの書名であったりと，種々のタイプ

のものが混在している。今後それらの分類が必要と思われるが，本稿では，それらを区別せず一

括して取り扱った。また，これらの項目のほとんどは，マルクスがインクの下線で強調している

本文中の書き込みであるが，その他に，欄外での書き込みなども含まれている。それについても，

本稿では区別していない。

これらの項目を一瞥して分かることは，そこになんらかのプラン性・体系性を認めることは難

しいということであり，「引用ノート」のＥ）以降の項目と同じように，諸学説の内容に即した

項目が次々と立てられていったと推測されることである。しかもそこには，同一ないし類似の項

目が随所に現れており，この点でも「引用ノート」との構成上の共通点を見て取ることができる。

3-2．作成過程の特徴

次に，HeftXX-XXIII「追補」部分がどのように作成されていったのかについて見てみよう。

資料４から分かるように，「追補」部分の引用のほとんどは，「厚いノート」と「サブノート」に

抜粋されている諸文献からのものである。そこで，「追補」部分の作成過程の分析に入る前に，

「厚いノート」と「サブノート」について，その概要を説明しておこう。

3-2-1．「厚いノート Dickes Heft」について

「厚いノート Dickes Heft」とは，「1857-58年草稿」として書かれた７冊のノートのうちの７

冊目のノートのことである。マルクスは，このノートの１～64ページに草稿の最終部分を書き，

残りのページを抜粋ノートとして利用している。このノートの厚さは約1.5センチあり，マルク

スは，このノートの抜粋部分への参照指示を与える場合，しばしばこれを「厚いノート

MEGA② II/3-6 S.2117-8，『資本論草稿集９』pp.353-4
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Dickes Heft」と呼んでいる 。1859年２月28日に始まった「厚いノート」への抜粋作業は，い

くつかの中断を経て1863年５月まで継続した。

マルクスは，草稿の最終ページである64ページのあと，２葉（１葉＝２ページの欠落と１葉

のページ付けのない白紙）をおいて 63ページと記入し ，ここに「1859年２月28日起筆」と

書き入れている 。以下，63から277までのページ付けがなされ ，そのほとんどが，各種文献

資料からの抜粋に充てられている。資料１は，「厚いノート」に抜粋された諸文献を，ノートの

ページとともに示した一覧表である 。佐武氏と大野氏によれば，抜粋文献は114点にのぼり，

そのうちの76点については，ノート227ページにマルクスが作成した内容目次にそのタイトル

が記載されている 。

それらの文献からの抜粋は，1859年２月28日に始まり，いくつかの中断を含みながら，1863

年５月まで続いたと考えられている。佐武氏と大野氏は，「厚いノート」における抜粋作業を次

の３つ段階に区分している 。

第１段階 1859年２月28日-60年後半（63-182ページ）

⑴ 1859年２月28日-５月11日以前（63-104ページ）

※105-6ページは空白である。

⑵ 1859年夏-秋（107-45ページ）

※146ページは空白のままであり，それに続く２ページ分にはページ付けがなく，同じく

空白のままである。さらに２ページ分が欠落している。

その例のいくつかを，本稿の分析対象であるHeftXX-XXIIIの中に求めてみると，以下のとおりである。

(Siehe p.245 das Dicke Heft）「（厚いノート，245ページを見ること）」MEGA② II/3-6,S.2294，『資本論草稿

集９』p.609

(Gegen die Physiokraten S.95.Dickes Heft.）（Unten）「（重農学派に対する反論は厚いノートの95ページ。）

（下段。）」MEGA② II/3-6,S.2366，『資本論草稿集９』p.734

(S.96 Dickes Heft unten）「（厚いノート，96ページ下段。）」MEGA② II/3-6, S.2366，『資本論草稿集９』p.

734

(S.98 Dickes Heft.）（「（厚いノート，98ページ。）MEGA② II/3-6,S.2366，『資本論草稿集９』p.734

佐武・大野1984：p.121

64ページ以降のページに何故63というページ付けが新たになされたのかについて，ミシケーヴィチは次の

ように推測している。1857-58年草稿ノート第７冊は，63ページに普通の鉛筆で抹消された「価値」章冒頭の

草案を，64ページにこれまた普通の鉛筆で抹消された若干の引用文とを含んでいるが，マルクスは，抹消し

たこれらの部分をあたかも存在しなかったもののようにみなし，新たに63ページから番号をつけ始めたので

はないか，というものである。しかし，ミシケーヴィチ自身も言うように，たんなる誤記の可能性もある（大

村・八柳1981 pp.297-8）。新たに付された「63」というページ付けに関して，MEGA② II/3の編集者はこれ

を「63a」と指示している。しかし，「a」の文字は，後年マルクス以外の人物によって鉛筆で書き添えられた

ものであることが確認されている（MEGA② II/3 Apparat, S.2339-400，『資本論草稿集４』p.55，大村・八

柳1981 p.297，佐武・大野1984 p.122）。

MEGA② II/3 Apparat,S.2339-400，『資本論草稿集４』p.55，佐武・大野1984 p.121

MEGA② II/3 Apparat,S.2339-400，『資本論草稿集４』p.55，佐武・大野1984 p.122

佐武・大野1984，および，MEGA② IV Exzerpte,Notizen,Marginalien Allgemeiner Prospekt der Bande
 

13 bis 32(Neufassung)，により作成。

佐武・大野1984 p.123。上記Allgemeiner Prospektでは，佐武・大野1984によっては記載されていない

文献がいくつか記載されている。資料１の注を参照のこと。

佐武・大野1984 pp.130-1
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⑶ 1859年12月-60年後半（147-82ページ）

第２段階 1861年夏-62年夏（183-233ページ）

⑴ 1861年夏（183-92ページ）

⑵ 1861年夏-62年３月（193-209ページ）

⑶ 1862年３月-夏（209-33ページ）

第３段階 1862年夏-63年５月（234-69ページ）

⑴ 1862年夏-63年５月（234-41ページ）

⑵ 1863年５月（242-69ページ）

このうち第３段階は，HeftXX-XXIIIの作成時期と重なっており，後に詳しく見るように，

「追補」部分と密接なつながりを持っている。

3-2-2．「サブノート Beihefte」について

「サブノート Beihefte」は，1863年５月から６月にかけてマルクスが作成した８冊の抜粋

ノートのことである。これらの抜粋ノートにはＡからＨまでの記号が付され，総ページ数は786

ページである。1863年５月29日付エンゲルス宛の手紙の中でマルクスは，この時期の自身の仕

事について次のように書いている。

「その後も，もちろん，なまけていたのではないが，仕事はできなかった。僕のやったことは，

一つは，ロシア―プロイセン―ポーランド事件における僕の穴（外交的，歴史的なそれ）を埋め

るということ，もう一つは，経済学で僕が取り扱った部分にかんする，ありとあらゆる種類の文

献史的なものを読んで書き抜くことだった。これは大英博物館でやった。」

「経済学で僕〔マルクス― 筆者〕が取り扱った部分にかんする，ありとあらゆる種類の文献

史的なもの」の抜粋ノートとして作成されたのが，８冊の「サブノート」である。それぞれの作

成時期は，「サブノートＡ」＝1863年５月，「サブノートＢ」＝1863年５月，「サブノートＣ」＝

1863年５月・６月，「サブノートＤ」＝1863年６月，「サブノートＥ」＝1863年５月・６月，「サ

ブノートＦ」＝1863年６月，「サブノートＧ」＝1863年６月，「サブノートＨ」＝1863年６月と推

定されている 。資料２は，「サブノートＡ-Ｈ」に抜粋された経済学関係の141の文献を，各

ノートごとにページ順に示したものである。

3-2-3．作成過程の特徴

そこで次に，HeftXX-XXIII「追補」部分の作成過程を見てみることにしよう。「追補」部分

の作成は，一部の例外を除き，基本的に「厚いノート」および「サブノートＡ-Ｈ」から抜粋を

転記するというかたちで行われている。では，どのような手順で作業を進めたのであろうか。３

つの「追補」部分について順に見てゆこう。

「1863年５月29日付エンゲルス宛マルクス書簡」（Karl Marx-Friedrich Engels Werke Bd.30,S.350，大内

兵衛・細川嘉六監訳『マルクス＝エンゲルス全集 第30巻』大月書店，p.280）

Allgemeiner Prospekt，参照。
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⑴ HeftXX S.1291a-HefXXI S.1301の「追補／間奏。ヒュームとＪ・マッシー」（約６ページ

分）【資料４：見出整理番号2-8】

この部分では，Hobbes 1839 → Locke 1768→ Locke 1740（［Massie］1750からの引用）→

Hume 1764a→Hume 1764b→［Massie］1750の順で引用が行われている。資料１にあるとお

り，Hobbes 1839，Locke 1768，Hume 1764a・bは，「厚いノート」のS.237-41，S.235-6，

S.234-5に抜粋されている。この抜粋は，先の時期区分にしたがえば，第３段階の⑴1862年夏-

63年５月（234-41ページ）のものであり，Heft  XX-XXIの作成時期と重なっている。［Mas-

sie］1750は，資料２にあるとおり，「サブノートＡ」の S.7-10に抜粋されている。したがって

ここでは，マルクスが，「厚いノート」→「サブノートＡ」へと読み進めながら転記を行ってい

たことが分かる。

⑵ HeftXXI S.1331-HeftXXII S.1352の「追補／歴史的〔追補〕。ペティ」（約22ページ分）

【資料４：見出整理番号9-55】

①見出整理番号9-24

この部分では，「引用ノート」→「サブノートＢ」→「厚いノート」→「サブノートＢ」→

「サブノートＣ」→「厚いノート」の順で転記作業が行われている。この部分に関しては，抜粋

ノートの利用の順序に関する何か一貫した方針というものを見出しにくい。なぜこのような引用

の配置になっているのかについて，ノートの順番とは別の説明論理が必要である。なお，これら

のノートのうち「厚いノート」から採られているのは［Malthus］1815a・b・cであり，これら

の抜粋は，「厚いノート」S.262-9にある。先の時期区分でいえば，第３段階の⑵1863年５月

（242-69ページ）のものであり，Heft XXI-XXIIの作成時期と重なっている。

②見出整理番号25-55

まず，見出整理番号27-50では，「サブノートＡ」から，Berkley 1750→An Essay 1834→

［Hodgskin］1832→An Essay 1821→ Dunning 1860→ Petty 1667の順で転記がなされている。

このことは，資料２から明らかなように，マルクスが「サブノートＡ」からページ順に転記して

いったことを示している。見出整理番号51-55では，「厚いノート」・「サブノート」以外のノー

トから，あるいは著作から直接に引用されている。

⑶ HeftXXII S.1397-HeftXXIII S.1460の「追補」（約65ページ分）【資料４：見出整理番号

56-339】

①見出整理番号56-73

この部分では，「サブノートＡ」から，概ね，Petty 1667→ Petty 1691→Petty 1695→［Buat］

1773の順で転記がなされている。このことは，資料２から明らかなように，マルクスが「サブ

ノートＡ」の残りのページを順に繰りながら転記していったことを示している。

②見出整理番号74-88

この部分では，「厚いノート」から［Dickson］1773，［Smith(C.)］1758，「サブノートＥ」か

らAn Inquiry 1772，「サブノートＢ」から Burke 1800，Price 1803が，また，出所は不明であ

るが，Addington 1772，MacCulloch 1845，Macaulay 1854の引用がある。［Dickson］1773と

［Smith(C.)］1758は，それぞれ「厚いノート」の S.244-7と S.243-4に抜粋されている。
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③見出整理番号89-121

この部分では，「サブノートＢ」から，［Arbuthnot］1773→ Price 1803 v.2→［Arbuthnot］

1773→［Rawlinson］1776→［Foster］1767→A Letter 1795→Wright 1795→ Two Letters
 

1767→［Jenyns］1767→［Corrie］1791→A Political Enquiry 1785→［Smith (C.)］1766→

Representation 1800→Mitford 1791→Young 1800→［Simpson］1814→Address 1815→

Burke 1800→ Remarks 1815→ Buchannan 1814の順で転記がなされている。このことは，資

料２から明らかなように，若干の戻りや飛びがあるものの，マルクスが「サブノートＢ」から

ページ順に転記していったことを示している。この段階で，「サブノートＢ」からの転記はほと

んどすべての文献に及んでいる。

④見出整理番号122-145

この部分では，Beckmann 1786 v.1→ Ensor 1818→ Sismondi 1803 v.1→［North］1691→

Bellers 1699 → A Discourse 1690→［Clement］1695→［Child］1689 →［Papillon］1677→An
 

Essay 1748→A Discourse 1678→ Tucker 1753b→ Tucker 1776の順で転記がなされている。

このうち，Bellers 1699，［Child］1689，［Papillon］1677，An Essay 1748以外はすべて「サブ

ノートＣ」からのものであり，資料２から明らかなように，それらはページ順に転記されている。

この段階で，「サブノートＣ」からの転記はほとんどすべての文献に及んでいる。

⑤見出整理番号145-149

この部分では，「サブノートＤ」S.41から，［Child］1689と［Papillon］1677が転記されてい

る。

⑥見出整理番号150-303

見出整理番号150-166では，「サブノートＥ」から，Reasons 1677→ Clarke 1685→ Reasons
 

1691→［Temple］1693→［Trenchard］1696→An Essay 1707b→［Defoe］1710a→［Defoe］

1710b→ Barbon 1696の順で転記がなされている。資料２から明らかなように，マルクスが「サ

ブノートＥ」からページ順に転記していったことを示している。この段階で，「サブノートＥ」

からの転記はほとんどすべての文献に及んでいる。

見出整理番号167-196では，Barbon 1696→ Decus 1696→ Barbon 1696（p.51）→Some
 

Thoughts 1700→［Drake］1702→［Defoe］1719 → Barbon 1696（p.2）→［Decker］1743→

Horsley 1744→ Some Thoughts（1738）→Townsend（1751）→Reasons 1777の順で転記が

なされている。このうち，Barbon 1696（p.51）と Barbon 1696（p.2）以外はすべて「サブノー

トＦ」からのものであり，資料２から明らかなように，それらはページ順に転記されている。こ

の段階で，「サブノートＦ」からの転記はほとんどすべての文献に及んでいる。

見出整理番号197-260では，Storch 1815→Quesnay 1846d→Quesnay 1846a→［Cunningh-

am］1770→［Cantillon］1756→ Ganilh 1815→ Forbonnais 1847→［Garnier］1796→ Condil-

lac 1847の順で転記がなされている。このうち，Quesnay 1846dとQuesnay 1846a以外はすべ

て「サブノートＧ」からのものであり，資料２から明らかなように，それらはページ順に転記さ

れている。この段階で，「サブノートＧ」からの転記はほとんどすべての文献に及んでいる。

見出整理番号261-303では，Considerations［1753］→［Cunningham］ 1770→ Three Let-

ters 1766→ Letters 1774→ Considerations 1775→ Bearde de l’Abbaye 1770→［Fletcher］

1827→ Redesdale 1828→［Robertson］1830→Wakefield 1833→ Considerations 1775→ Bla-

key 1855→Wakefield 1833→［Gray］1797→［Whatley］1774の順で，転記または書名指示
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が行われている（下線を付したものは，書名指示のみのものである）。これらのうち，［Cun-

ningham］1770と Blakey 1855以外はすべて「サブノートＨ」からのものであり，資料２から

明らかなように，それらはページ順に並んでいる。また，書名指示だけのものについては，その

ほとんどに，抜粋ノート名とページの参照指示がついている。

以上のことから，この部分では，基本的にマルクスは，ページ順に転記を行いながら，「サブ

ノートＥ」→「サブノートＦ」→「サブノートＧ」→「サブノートＨ」と作業を進めていったと

見ることができよう。

⑩見出整理番号304-339

この部分では，「厚いノート」からVerri 1804a，Genovessi 1803，Wayland 1843，「サブノー

トＤ」から Baudeau 1846b，Le Trosne 1846，「サブノートＥ」からNewnham 1815，Parry
 

1816，Locke 1767，Le Trosne 1846，Mercier de la Riviere 1767，「サブノートＧ」から Tor-

rens 1815が，順不同に転記されている。また，各種抜粋ノートに収められた書名の指示，抜粋

のノートへの参照指示などが見られる。これらのことから判断して，マルクスは，前段階で「厚

いノート」から「サブノートＨ」までの転記作業をひととおり終え，この部分では，重要と思わ

れるものを拾い上げるかたちで作業を進めていったと思われる。

以上の分析から，HeftXX-XXIIIの３つの「追補」は，そのほとんどが「厚いノート」およ

び「サブノートＡ-Ｈ」を元としており，特に３つ目の「追補」については，「サブノートＡ」か

ら「サブノートＨ」までをこの順番で，しかも，若干の例外はありつつも，各ノートのページ順

に転記作業を行っていたことが明瞭である。

このことは，資料３にも現れている。資料３は，マルクスがHeftXXI-XXIIIの各表紙第２面

に作成した内容目次である。ここには，HeftXXI-XXIII「追補」部分に転記された抜粋文献の

ほとんどが，ほぼ転記順に指示されている。内容目次に記載されていない転記文献もいくつか存

在するが（資料１，２を参照のこと），何故記載されていないのかは分からない。いずれにして

も，マルクス自身の手になる内容目次に，上述のような作業手順を見てとることができることは

確かであり，これらの点からわれわれは，HeftXXI-XXIII「追補」部分について，先の「引用

ノート」の作成過程と同様の特徴を認めることができるのである 。

４．引用関係の分析

ここでは，HeftXX-XXIII「追補」部分の抜粋と『資本論』初版での引用とを比較し，「厚い

ノート」・「サブノート」→HeftXX-XXIII「追補」部分→『資本論』初版という引用関係が数

多く存在することを明らかにしたい。そのことによって，HeftXX-XXIII「追補」部分が『資

本論』の草稿を執筆する際の 引用ノート としての役割を果たしたことを示したい。

資料５は，HeftXX-XXIII「追補」部分にある抜粋が『資本論』初版にも存在する事例を抽

MEGA② II/3の編集者は，「1861-1863年の草稿では，マルクスがこのサブノートの材料を利用することが

できたのは，もはや最後の２冊のノート，すなわちHeftXXIIおよびHeftXXIIIにおいてだけであった」

（MEGA② II/3 Apparat,S.2401，『資本論草稿集４』pp.57-8）と述べているが，これまでの分析から明らか

なように，マルクスはHeftXXとXXIにおいても「サブノート」を利用している。
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出したものである。抽出した事例は全部で122である。この資料では，『資本論』初版でのそれ

らの利用状況を章単位で示している。その結果を，さらに各章の下位項目ごとの利用状況ととも

に示せば次のとおりである。

第１章 商品と貨幣 24事例

１）商品 ８事例

２）商品の交換過程 ６事例

３）貨幣または商品流通 Ｂ流通手段 ａ）商品の変態 ２事例

ｂ）貨幣の流通 ３事例

Ｃ貨幣 ａ）貨幣蓄蔵 ２事例

ｂ）支払手段 ２事例

ｃ）世界貨幣 １事例

第２章 貨幣の資本への転化 15事例

１）資本の一般的定式 ３事例

２）一般的定式の矛盾 ９事例

３）労働力の売買 ３事例

第３章 絶対的剰余価値の生産 12事例

１）労働過程と価値増殖過程 １事例

２）不変資本と可変資本 ２事例

４）労働日 ６事例

５）剰余価値の率と大きさ ３事例

第４章 相対的剰余価値の生産 15事例

１）相対的剰余価値の概念 ６事例

２）協業 ４事例

３）分業とマニュファクチュア ２事例

４）機械と大工業 ３事例

第５章 絶対的および相対的剰余価値の生産に関するさらなる考察 17事例

１）絶対的および相対的剰余価値 ２事例

２）労働力の価格の大きさの変化と剰余価値

Ｄ）労働日の長さ，労働の生産力および労働密度の同時的変化 １事例

４）労働力の価値または価格の賃金形態への転化

ｂ）賃金の２つの基本形態 時間賃金と出来高賃金 14事例

第６章 資本の蓄積過程 39事例

１）資本主義的蓄積

ａ）単純再生産 ２事例

ｂ）剰余価値の資本への転化 ４事例

ｃ）資本主義的蓄積の一般的法則 ６事例

２）いわゆる本源的蓄積 21事例

３）近代植民理論 ６事例

― ―15マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



これを見ると，「追補」部分からの引用事例は，多少の差はあるものの，全ての章で確認するこ

とができるのであるが，引用事例をさらに下位項目ごとに見てみると，特に「第５章４）ｂ）賃金

の２つの形態 時間賃金と出来高賃金」（14事例）と「第６章２）いわゆる本源的蓄積」（21事例)

に事例が集中していることが分かる。このことは，賃金論および資本蓄積論の形成過程における

「1861-63年草稿」の理論的位置を確定するうえで，考慮されなければならない事実であると思

われるが，それを主題とした考察は別の論稿に委ねることとし，事実のみを確認して先へ進もう。

資料５では，抽出した122の引用事例すべてについて，HeftXX-XXIII「追補」部分の見出

と『資本論』初版の章節タイトルとを比較対照できるように表示している。ここから分かること

は，見出と章節タイトルとのあいだに類似性・関連性を認めることのできる事例が多く存在する

ということである。いくつか例を挙げれば，3-1：「労働能力」＝「労働力の売買」，10-1：「労働の

価格および労働力の価値にかんする上記の点について。」＝「労賃の２つの基本形態：時間賃金と

出来高賃金」，13-2：「単純協業。」＝「協業」，22-1：「機械による労働時間の短縮。」＝「機械と大工

業」，25-1：「協業。」＝「協業」，28-1：「不変資本のたんなる維持と可変資本の再生産との相

違。」＝「不変資本と可変資本」，31-1・2：「絶対的剰余労働。相対的剰余価値。」＝「剰余価値の率

と大きさ。」，33-1・2：「出来高仕事，日給仕事，最低限。」＝「労賃の２つの基本形態：時間賃金

と出来高賃金」，34-1：「日給仕事と出来高仕事。」＝「労賃の２つの基本形態：時間賃金と出来高

賃金」，などである。このような事例が多数存在するということは，マルクスは，HeftXX-

XXIII「追補」部分に転記された抜粋を，それに付けた見出を手掛かりとしながら，『資本論』

初版のしかるべき場所で引用として利用したのではないかという推測を可能とする。そのことを，

さらに資料６で確認してみよう。

資料６は，原典→「サブノートＡ」→「追補」→『資本論』初版という引用関係を推測しうる

ケースを抽出し，原典，「追補」，『資本論』初版のそれぞれにおける文章表現を比較対照したも

のである。なお，「サブノートＡ」は未公刊資料であるため，そこでの記述は資料中に表記して

いない。これらの中から，上述のような引用関係が強く推測されるケースをいくつか取りあげて

みよう。

まず8-14を見てみよう。HeftXXIでの抜粋と『資本論』初版での引用を比較してみると，前

者において下線で強調されている個所（with the same quantity of labour，proportion of
 

trade）が，後者においても隔字体で強調されていることが分かる。また，後者におけるページ

指示が p.60となっていることにも注目したい。次ページに掲載したHeftXXI S.1301の画像か

らは，当該文章の抜粋は３行目から９行目にあり，10行目冒頭 印部分に（59）と原典ペー

ジが書かれていることが見て取れる。しかしマルクスは，『資本論』初版ではこれを誤って p.60

と書いているのであるが，それはおそらく，10行目冒頭にある本来のページ（59）を見落とし，

印部分にある（60）を当該文章のページと誤認して記載したためであろう。さらに，この

画像から分かるように，３行目から，（60）とページが書き込まれた12行目までを縦に裂くよう

に一本の線が引かれている。これは，マルクスによる「使用じるし」である。先に見たように ，

「引用ノート」の場合にも，そこに収められた抜粋が「1861-63年草稿」に採り入れられたとき

には「使用じるし」がつけられた。それはHeftXX-XXIII「追補」部分の場合も同様であり，

本稿５ページのMEGA② II/3編集者の解説を見よ。

「追補」の場合には，「使用じるし」とは別に，ノートの欄外に多様な形態の線や図形が描かれている。これ

らに関する情報についても，資料４に記載している。
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HeftXXI S.1301（MEGA② II/3-6.S.2127)
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資料４によって，「追補」部分全体にわたって「使用じるし」がどの個所につけられているかを

確認することができる 。このようなことから，8-14のケースに関しては，原典→「サブノート

Ａ」→「追補」→『資本論』初版という引用関係を認めることができると考える。

次に27-1を見てみよう。ここでは，「追補」の見出と『資本論』初版の章節タイトルとが一致

していることが確認できる。さらに注目すべきは，「原典」と「追補」では，521という数字は

「質問第521」を意味しているが，『資本論』初版ではそれが，p.521と，ページを表す数字に変

わっている点である。「サブノートＡ」では，文頭にＱ．521）とあり，521という数字はやはり

「質問第521」を意味しているところから，これは，「サブノートＡ」から「追補」に転記するさ

いにマルクスが，文の冒頭にあったQ.521を文の末尾に持っていったことから生じた誤認と思わ

れる。そうだとすれば，このケースに関しても，「追補」→『資本論』初版という引用関係が推

測されるであろう。また，8-14と同様に，27-1にも「使用じるし」がつけられており，この推

測を裏付ける。

27-2についても，27-1の場合とおそらく同じ理由から，520が誤ってページを表す数字とさ

れている。また，Sudburyを Sandburyと書く誤りが「追補」と『資本論』初版に共通して見

られること，マルクスによる「使用じるし」が付けられていること，これらのことから，27-2

についても同様の推測が成り立つであろう。

他のケースについて見ると，33-1・2については「使用じるし」が，28-1，31-1，34-1につい

ては「欄外じるし」が付されており，「追補」から『資本論』初版へと引用されたことをうかが

わせる。また，26-1，31-1・2，33-1・2，47-1については，「追補」において下線で強調されて

いる部分が，『資本論』初版においても隔字体で強調されている。28-1の場合には，『資本論』

初版で引用されているのは「追補」で強調されている部分である。こうしたことから，これらの

事例について，「追補」→『資本論』初版という引用関係を推測できるであろう。ただ，26-2に

ついては，『資本論』初版での引用には「追補」の情報だけでは作成できない記述が存在する。

「追補」をまず読み，足りない部分を「サブノート」で補ったということも考えられるが，確か

なことは言えない。

以上，資料６に基づく分析から，原典→「サブノートＡ」→「追補」→『資本論』初版という

引用関係が強く推測されることが示された。今後，「サブノートＢ」から「サブノートＨ」まで

について同様の比較調査を行う必要があるが，ほぼ同様の結論が得られるのではないかと予想し

ている。

５．結 論

以上の分析から，第１に，「引用ノート」の構成上および作成過程の特徴が，HeftXX-XXIII

「追補」部分にも認められること，第２に，「厚いノート」・「サブノート」→HeftXX-XXIII

「追補」部分→『資本論』初版という引用関係を推測させる事例が数多く存在することを確認で

きた。これらのことからわれわれは，HeftXX-XXIII「追補」部分は『資本論』初版の草稿執

筆のための 引用ノート としての役割を果たしたとの解釈を，結論として提示したい。

HeftXX-XXIII「追補」部分の意義については，これまで十分な考察が行われてこなかったが，

本稿の解釈はその一つの試みである。今回の調査では，「追補」と『資本論』初版との関係のみ

を見てきたが，今後，MEGA② II/4-1，2に収録されている『資本論』の諸草稿との対比を行な
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わねばならない。その成果を理論的考察と結びつけることにより，マルクス抜粋ノートを用いた

『資本論』形成史研究の新たな方法の確立を目指したい。

参 考 文 献

大野節夫・佐武弘章1984：「マルクス『引用ノート』の作成過程―1859-1861年―」『経済学論叢』（同志社大学）

34(１・２)

大村泉・八柳良次郎1981：「『経済学批判』草稿（1861-63年）の準備過程」『経済論集』（北海学園大学）28(４)

佐武弘章1983a：「『資本論』の引用とその出所について」『社会問題研究』（大阪府立大学）32(２)

佐武弘章1983b：「マルクス『引用ノート Citatenheft』と1861-63年草稿」『社会問題研究』（大阪府立大学）

33(１)

佐武弘章・大野節夫1984：「マルクス ノート第 冊抜粋部分（1859年-63年）―『1861-63年草稿経済学批判』

の関連資料の紹介―」『社会問題研究』（大阪府立大学）34(１)

Focke,W.1978:“Das“Citatenheft”von Karl Marx”,in;... Unser Partei einen Sieg erringen. Studien zur
 

Entstehungs-und Wirkungsgeschichte des Kapitals“von Karl Marx.Verlag Die Wirtschaft Berlin.

1978
 

Schnickman,A.1979:“Marx Beihefte von 1863”,in;Beitrage zur Marx-Engels Forschung. 5

“

― ―19マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―20

★
デ
ー
タ

し
て
ま
す
★



マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下) ― ―21



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―22



― ―23マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―24



― ―25マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―26



― ―27マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―28



― ―29マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―30



― ―31マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―32



― ―33マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―34



― ―35マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―36



― ―37マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―38



― ―39マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―40



― ―41マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―42



― ―43マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―44



― ―45マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―46

★
デ
ー
タ

し
て
ま
す
★



マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下) ― ―47



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―48



― ―49マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―50



― ―51マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―52



― ―53マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―54



― ―55マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―56



― ―57マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―58



― ―59マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―60



― ―61マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―62



― ―63マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―64



― ―65マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)



北海学園大学経済論集 第58巻第１号(2010年６月)― ―66



― ―67マルクス「1861-63年草稿」ノート第XX-XXIII冊「追補」の分析(森下)


